
研究主題

９ 参加申込９ 参加申込
⑴ 参加申し込み

　右記二次元バーコード または 本校ホームページより、参加申込フォームに
必要事項をご記入の上５月24日（金）までにお申し込みください。

　※フォームから申込ができない方は、別紙申込用紙にご記入の上、e-mailまたはFAXでお送りください。

⑵ 参加費　一般：3,000円　学生：500円
①参集型で参加する方：当日、受付でお支払いください。
② ライブ型・オンデマンド型で参加する方：５月27日（月）までに口座振込にてお支払いください。

振込先　北日本銀行（金融機関コード：0509）　加賀野支店（店番号：059）
普通口座　1075906　岩手大学教育学部附属中学校　研究部　山

ヤマカゲ

蔭理
リエ

恵

⑶ 昼食（弁当1,000円 お茶付き）をご希望の方は、お申込の際に併せてご注文ください。

10 その他10 その他
⑴  本校には駐車スペースがありません。自家用車でお越しの際は、盛岡バスセンター周辺の駐車

場等をご利用ください。その周辺から本校までは、徒歩で約10～15分です。
⑵ 公共交通機関ご利用の場合は以下の通りです。
 　・バス（岩手県交通）…盛岡駅発 「つつじが丘団地行き」、「水道橋行き」 附属中学校前下車すぐ
 　　　　　　　　　　　バスセンター発 「つつじが丘団地行き」 附属中学校前下車すぐ
 　・タクシー……………盛岡駅から約15分
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岩手大学教育学部附属中学校【総務：中村正成、研究：山蔭理恵】
〒020-0807 岩手県盛岡市加賀野三丁目９番１号

［TEL］ 019 - 623 - 4241　［e-mail］ ftb@iwate-u.ac.jp

お問い合わせ

岩手大学教育学部附属中学校岩手大学教育学部附属中学校
令和６年度 第34回学校公開教育研究発表会令和６年度 第34回学校公開教育研究発表会

ご案内ご案内 （第２次） （第２次）

１ 期　日 １ 期　日 令和６年 令和６年 55月月3131日（金）日（金）
２ 会　場 ２ 会　場 岩手大学教育学部附属中学校岩手大学教育学部附属中学校

〔〒020-0807 盛岡市加賀野三丁目９番１号　TEL.019-623-4241　FAX.019-623-4243〕〔〒020-0807 盛岡市加賀野三丁目９番１号　TEL.019-623-4241　FAX.019-623-4243〕
３ 主　催 ３ 主　催 岩手大学教育学部附属中学校、岩手大学教育学部岩手大学教育学部附属中学校、岩手大学教育学部
４ ４ 後　援 後　援 岩手県教育委員会、盛岡市教育委員会岩手県教育委員会、盛岡市教育委員会、、岩手県中学校長会岩手県中学校長会、、岩手県小学校長会岩手県小学校長会
 盛岡市立上田中学校 盛岡市立上田中学校、、盛岡市立黒石野中学校盛岡市立黒石野中学校、、盛岡市立仁王小学校盛岡市立仁王小学校
  盛岡市立緑が丘小学校盛岡市立緑が丘小学校、、岩手大学教育学部附属幼稚園岩手大学教育学部附属幼稚園、、岩手大学教育学部附属小学校岩手大学教育学部附属小学校
  岩手大学教育学部附属特別支援学校岩手大学教育学部附属特別支援学校
５ ５ 日　程日　程

受付 全体会
趣旨説明

移
動 公開授業Ⅰ 移

動 公開授業Ⅱ 昼食 分科会 移
動 講演会

自他のウェルビーイングの実現を目指す学びの構想（1年次）

8：308：30 9：459：459：009：00 10：0010：00 10：5010：50 12：0012：0011：1011：10 13：0013：00 14：3014：30 14：5014：50 16：3016：30

　陽春の候、皆様におかれましてはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。また、日頃より
本校の教育研究活動にご協力いただきまして、誠にありがとうございます。
　本校では、令和３年５月に前次研究「Society5.0を生き抜く『人間の強み』を育む学びの構想」のまと
めとなる第33回学校公開教育研究発表会を実施し、多くの教員・研究者のご参会とともに、貴重な
ご意見を頂きました。また、令和４年５月には、いわて学びの改革研究事業岩手大学研究成果発表
会を実施し、「主体的・対話的で深い学び×ICTの効果的な活用」をテーマに生徒の学びの姿をご覧
いただきました。その後、これまでの研究の成果と課題およびこれからの教育の在り方を校内研究
会や理論研究会等で協議を進め、令和５年後期より「自他のウェルビーイングの実現を目指す学び
の構想」を研究主題として、教育研究をスタートしました。緒に就いたばかりの研究ですが、下記
の日程および内容で授業公開および分科会を開催いたします。ご多忙の折とは存じますが、多数の
皆様のご参会をいただき、ご指導、ご助言を賜りますよう、ご案内を申し上げます。

令和６年４月　岩手大学教育学部附属中学校　校長　溝口　昭彦



６ 公開授業６ 公開授業 ７ 分科会７ 分科会

８ 講演会８ 講演会　「ウェルビーイングを実現する教育の在り方」「ウェルビーイングを実現する教育の在り方」
講師  講師  鈴木　寛鈴木　寛 先生 先生

分科会　　13:00 〜 14:30
分科会名 運営責任者

（本校職員）
共同研究者

（岩手大学教育学部） 助言者 司会者および記録者

国　語 三 上 潤 也 准教授
船 越 亮 佑

岩手県教育委員会事務局学校教育室
主任指導主事

太 田 和 成
《記録》盛岡市立上田中学校
　教諭　佐々木 美香

社　会 中 村 功 佑 教　授
土 屋 直 人

岩手県教育委員会事務局学校教育室
主任指導主事

七木田　俊

数　学 浅 倉　 祥
教　授

中 村 好 則
准教授

佐 藤 寿 仁

岩手県教育委員会事務局学校教育室
主任指導主事

佐 藤 宏 行

理　科 小 原 翔 太 准教授
久 坂 哲 也

岩手県教育委員会事務局学校教育室
主任指導主事

千 葉 哲 朗

《司会》盛岡市立上田中学校
　教諭　菊 池 　  永

《記録》盛岡市立黒石野中学校
　教諭　小野寺 達郎

英　語 工 藤 卓 大 教　授
ホール･ジェームズ

岩手県教育委員会事務局学校教育室
主任指導主事

熊 谷 康 弘

《司会》盛岡市立黒石野中学校
　教諭　大 澤  郁 恵

《記録》盛岡市立上田中学校
　教諭　伊 藤  知 晶

美　術 佐 　 陽 特命教授
長 内  　努

岩手県立総合教育センター
主任研修指導主事

福 田 勝 雄

《司会》盛岡市立黒石野中学校
　教諭　路 奥  千 尋

《記録》盛岡市立上田中学校
　教諭　小 山  祐 太

保健体育 佐々木 篤史 准教授
清 水  　将

岩手県教育委員会事務局保健体育課
主任指導主事

生 駒 大 輔
《司会》盛岡市立上田中学校
　教諭　池 田  　 温

技術･家庭
（技術分野） 藤澤 世志彬 准教授

早 坂  　良
岩手県立総合教育センター
研修指導主事

加 藤 佳 昭
《司会》盛岡市立黒石野中学校
　教諭　川 村  　 輝

道　徳 鈴 木　 駿 准教授
室 井 麗 子

岩手県教育委員会事務局学校教育室
指導主事

嵯 峨 文 裕

《司会》盛岡市立上田中学校
　教諭　大 野  麻 子

《記録》盛岡市立黒石野中学校
　教諭　伊 藤  大 貴

ヒューマン
セミナー
（総合）

佐々木 聡也 教　授
田 代 高 章

岩手県教育委員会事務局学校教育室
主任指導主事

桂　 康 博

《司会》盛岡市立黒石野中学校
　教諭　細 川  遼 太

《記録》盛岡市立上田中学校
　教諭　佐々木 智恵

公開授業Ⅰ　　10:00 〜 10:50
教科等 学級 授業者 単元・題材名（予定）

社　会 ３Ｂ 多　田　忠　好 歴史　第７章　現代の日本と私たち

数　学 ３Ｃ 稲　垣　道　子 標本調査

理　科 ２Ｄ 小　原　翔　太 単元１　化学変化と原子・分子

英　語 ２Ｂ 工　藤　卓　大 Lesson 2 My Dream

美　術 ３Ａ 佐 　　　陽 篆刻の制作

技　術 １Ａ 藤　澤　世志彬 生物育成の技術による問題解決
～コンセプトにあった技術を選択する学習活動を通して～

道　徳 １Ｃ 鈴　木　　　駿 B（６）　思いやり・感謝
～生徒自身の問いから、価値に迫る道徳授業～

公開授業Ⅱ　　11:10 〜 12:00
教科等 学級 授業者 単元・題材名（予定）

国　語 ２Ｃ 三　上　潤　也 挑戦！Book Review

社　会 ２Ｄ 中　村　功　佑 地理　第３部　日本のさまざまな地域
　第２章　日本の地域的特色

数　学 ２Ｂ 浅　倉　　　祥 式の計算

保健体育 ２Ａ 佐々木　篤　史 球技　バレーボール

ヒューマンセミナー
（総合） ３年 佐々木　聡　也 地域課題解決プロジェクト「ちいプロ」

～私と地域のWell-being～

公開の実施形式について　参集型・ライブ型・オンデマンド型で開催します
公開授業： 【参集型】・【オンデマンド型】
分 科 会： 【参集型】のみ
講 演 会： 【参集型】・【ライブ型】・【オンデマンド型】

※ ライブ型…参加者が同時配信を視聴する、　オンデマンド型…参加者が後日配信を視聴する

＜講師プロフィール＞
東京大学公共政策大学院教授・慶應義塾大学SFC特任教授・ウェルビーイング学会副代表理事
東京大学法学部卒業。通商産業省、慶應義塾大学助教授を経て参議院議員(12年間)。文部科学副大臣（二期）、
文部科学大臣補佐官（四期）などを歴任。教育、医療、スポーツ、文化、科学技術イノベーションに関する政策
づくりや各種プロデュースを中心に活動。
コミュニティ・スクール法制定、高校無償化、高等教育修学支援金創設などを実現。
現在、そのほかに大阪大学招聘教授（医学部）、千葉大学医学部客員教授、電通大学客員教授、福井大学客員教授、
和歌山大学客員教授、神奈川県参与、神奈川県立保健福祉大学理事、OECD教育スキル局教育2030
プロジェクト役員、Teach for All Global board member、日本サッカー協会参与、NPO法人日本教育再興
連盟代表理事（ROJE）なども務める。


